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【
八
王
子
・
書
記
・
大
野
克
宏

通
信
員
】
第
51
回
八
王
子
支
部
定

期
大
会
は
、
支
部
結
成
50
周
年
を

迎
え
、
2
2
0
0
人
支
部
を
実
現

し
た
な
か
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
向
井
委
員

長
は
「
支
部
の
歴
史
に
残
る
画
期

的
な
仲
間
を
増
や
す
運
動
に
皆
さ

ん
と
参
加
で
き
た
こ
と
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
少
し
で
も
良
い
時

代
に
で
き
る
よ
う
皆
さ
ん
と
一
緒

に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
」
と
力
強
く
語
り
ま
し
た
。

大
会
は
全
体
会
・
分
散
会
と
も

に
特
別
代
議
員
16
人
を
含
め
た
1

1
7
人
の
仲
間
で
役
員
問
題
や
後

継
者
問
題
な
ど
各
分
野
の
議
論
が

活
発
に
執
り
行
な
わ
れ
、
着
実
な

要
求
運
動
前
進
と
組
織
づ
く
り
の

確
立
に
向
け
た
総
括
・
方
針
が
採

決
さ
れ
ま
し
た
。

今
大
会
で

支
部
執
行
委

員
長
と
し
て

6
年
間
、「
少

し
で
も
良
い

支
部
を
」
と

い
う
思
い
で

支
部
を
け
ん

引
し
続
け
て

い
た
だ
い
た

向
井
執
行
委

員
長
が
退
任

と
な
り
、
矢

吹
新
委
員
長

に
そ
の
バ
ト

ン
が
受
け
渡
さ
れ
ま
し
た
。

新
4
役
の
皆
さ
ん
は
以
下
の
通

り
で
す
。
委
員
長
・
矢
吹
一
幸
。

副
委
員
長
・
加
藤
信
博
、
塩
野
明

彦
。
書
記
長
・
久
保
哲
也
。
書
記

次
長
・
伊
藤
仁
、
大
野
克
宏
、
久

保
田
倫
行
。

組合の魅力を伝えようと団結

【
品
川
・

書
記
・
吉
田

ゆ
め
通
信

員
】
4
月
13

日
、
品
川
区

立
総
合
区
民

会
館
「
き
ゅ

り
あ
ん
」
に

て
、
第
62
回

定
期
大
会
を

代
議
員
1
2

3
人
の
参
加

で
開
催
し
ま

し
た
。

当
日
は
天

候
に
も
恵
ま
れ
、
桑
村
品
川
副
区

長
を
は
じ
め
、
各
会
派
の
議
員
や

共
闘
団
体
、
本
部
、
南
部
ブ
ロ
ッ

ク
の
来
賓
の
方
々
が
駆
け
つ
け
て

く
だ
さ
り
、
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

午
後
か
ら
の
分
散
会
で
は
「
仲

間
へ
の
呼
び
か
け
（
対
話
）
で
、

組
合
の
魅
力
（
制
度
・
業
務
・
行

事
）
を
伝
え
、
結
び
つ
き
を
強
め

よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
10
分
散
会
に

分
か
れ
て
討
議
を
し
、
活
発
な
発

言
と
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。最

後
に
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
確

認
し
、
小
林
書
記
長
の
ガ
ン
バ
ロ

ー
三
唱
で
、
大
会
は
成
功
裏
に
終

わ
り
ま
し
た
。

新
4
役
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

委
員
長
・
野
村
和
好
。
副
委
員
長

・
関
口
浩
助
、
津
田
光
久
。
書
記

長
・
小
林
紀
久
夫
。
書
記
次
長
・

新
関
仁
、
小
島
毅
、
五
日
市
浩
志
。

向井さん（左）から矢吹さんへバトンタッチ

【
多
摩
・

稲
城
・
書
記

・
渡
辺
基
記
】

4
月
14
日
に

京
王
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
多
摩

に
て
、
第
51

回
多
摩
・
稲

城
定
期
大
会

を
行
な
い
ま

し
た
。
参
加

者
は
代
議
員

（
支
部
役
員

含
む
）79
人
、

特
別
代
議
員

4
人
、
来
賓
12
人
、
合
計
95
人
で

す
。三

橋
書
記
長
の
基
調
報
告
・
昨

年
の
運
動
経
過
・
今
年
度
の
運
動

方
針
、
大
里
副
委
員
長
・
財
政
部

長
に
よ
る
昨
年
度
の
決
算
報
告
・

予
算
提
案
を
行
な
い
、
昼
食
休
憩

を
は
さ
み
午
後
は
5
つ
の
分
科
会

で
専
門
部
の
報
告
・
提
案
が
討
議

さ
れ
、
本
会
議
で
各
分
科
会
の
報

告
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
三
橋
書
記
長
か
ら
、
分

会
か
ら
事
前
に
提
出
さ
れ
て
い
た

質
問
に
対
す
る
答
弁
が
行
な
わ

れ
、
活
動
報
告
、
方
針
提
案
す
べ

て
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
大
和
田

常
任
執
行
委
員
が
大
会
ス
ロ
ー
ガ

ン
「
組
織
の
拡
大
強
化
に
全
力
を

挙
げ
て
過
酷
な
建
設
労
働
の
現
状

を
打
開
し
、
賃
金
と
仕
事
、
暮
ら

し
の
要
求
運
動
を
前
進
さ
せ
よ

う
」
を
読
み
上
げ
て
、
全
体
の
拍

手
で
承
認
。
選
挙
管
理
委
員
会
報

告
で
は
立
候
補
者
が
定
数
内
の
た

め
信
任
で
あ
る
こ
と
を
拍
手
で
確

認
・
承
認
し
ま
し
た
。

新
4
役
体
制
は
次
の
通
り
で

す
。
委
員
長
・
櫻
井
潤
。
副
委
員

長
・
綿
引
一
茂
、
大
里
輝
男
、
進

藤
典
吾
。
書
記
長
・
三
橋
誠
。
4

役
待
遇（
本
部
副
委
員
長
）・
丸
山

篤
義
。
書
記
次
長
・
鈴
木
寛
次
。

【
港
・
書
記
・
小
川
均
通
信
員
】

第
65
回
港
支
部
定
期
大
会
が
4
月

3
日
、
駐
健
保
会
館
4
階
会
議
室

に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
代
議
員
、

特
別
代
議
員
、
来
賓
な
ど
67
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

石
井
正
執
行
委
員
長
よ
り
「
一

昨
日
に
は
新
年
号
が
発
表
さ
れ
る

な
ど
様
々
な
と
こ
ろ
で
新
た
な
ス

タ
ー
ト
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

港
支
部
も
今
大
会
を
期
し
て
、
多

く
の
組
合
員
の
意
見
を
反
映
さ
せ

た
新
た
な
方
針
に
基
づ
く
活
動
を

す
す
め
よ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

来
賓
の
武
井
雅
昭
港
区
長
か
ら

は
、
防
災
協
定
に
基
づ
く
建
物
の

危
険
度
判
定
や
被
災
者
の
救
出
な

ど
へ
の
協
力
要
請
、
家
具
転
倒
防

止
器
具
の
取
付
事
業
へ
の
積
極
的

な
協
力
へ
の
感
謝
と
引
き
続
く
協

力
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

執
行
部
か
ら
提
案
さ
れ
た
す
べ

て
の
議
案
が
代
議
員
全
員
の
大
き

な
拍
手
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

新
4
役
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

委
員
長
・
石
井
正
。
副
委
員
長
・

川
﨑
久
則
、
清
水
弘
之
。
書
記
長

・
出
井
章
史
。
書
記
次
長
・
軍
司

有
紀
乃
、
御
﨑
誠
人
。

【
町
田
・
書
記
・
澤
海
比
可
瑠

通
信
員
】
4
月
14
日
、
ベ
ス
ト
ウ

ェ
ス
タ
ン
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ
ル

東
京
町
田
に
お
い
て
、
第
54
回
町

田
支
部
定
期
大
会
を
開
催
し
、
代

議
員
1
0
1
人
、
来
賓
30
人
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

基
調
報
告
に
立
っ
た
青
木
書
記

長
は
、
今
年
度
の
重
点
と
し
て
群

の
再
編
・
強
化
を
掲
げ
、
群
長
の

固
定
化
の
解
消
や
、
群
の
人
数
の

平
準
化
に
よ
り
、
負
担
軽
減
や
機

能
強
化
を
は
か
っ
て
い
く
と
強
調

し
ま
し
た
。
ま
た
、
全
8
分
会
で

常
任
執
行
委
員
の
選
出
が
で
き
る

よ
う
、
支
部
と
分
会
が
協
力
し
な

が
ら
役
員
登
用
を
進
め
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

午
後
の
分
科
会
で
は
、
各
専
門

分
野
の
課
題
に
つ
い
て
活
発
な
議

論
が
行
な
わ
れ
、
再
開
さ
れ
た
本

会
議
で
は
、
新
年
度
の
方
針
及
び

予
算
案
、
新
役
員
が
拍
手
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
委
員

長
の
交
代
が
あ
り
ま
し
た
。

新
4
役
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

委
員
長
・
尾
花
愼
司
。
副
委
員
長
・

二
階
堂
敦
、
黒
木
敬
士
、
志
村
和

美
。
書
記
長
・
青
木
伸
太
郎
。
書

記
次
長
・
木
戸
雅
夫
、
倉
林
広
幸
。

【
日
野
・
書
記
・
三
角
幸
太
郎

通
信
員
】
4
月
14
日
に
大
会
代
議

員
78
人
が
参
加
し
、
立
川
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
に
て
第

45
回
支
部
定
期
大

会
を
開
催
し
ま
し

た
。2

0
1
9
年
度

は
組
織
強
化
や
さ
ま
ざ
ま
な
運
動

強
化
の
方
針
を
掲
げ
た
中
期
5
カ

年
計
画
の
最
終
年
度
で
す
。
こ
の

間
の
組
織
現
勢
の
後
退
を
な
ん
と

し
て
も
回
復
し
、
増
勢
に
向
か
お

う
と
意
思
統
一
さ
れ
た
大
会
と
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
後
継
者
対
策
に
も
力
を

い
れ
る
こ
と
や
群
役
員
の
輪
番
制

の
徹
底
、
本
年
9
月
か
ら
、
「
組

合
費
納
入
を
群
会
議
の
み
」
に
徹

底
す
る
こ
と
な
ど
、
最
終
年
度
の

方
針
が
確
認
さ
れ
、
満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
て
支
部
大
会
を
終
え
ま

し
た
。

新
役
員
体
制
は

次
の
皆
さ
ん
で

す
。
委
員
長
・
奈

良
晴
義
。
副
委
員

長
・
古
怒
田
忠
、
舩
津
登
、
西
村

滋
雄
。
書
記
長
・
高
木
一
。
書
記

次
長
・
三
角
幸
太
郎
、
田
辺
真
樹
、

島
津
竜
也
。

【
大
田
・
書
記
・
内
田
文
明
記
】

4
月
7
日
か
ら
8
日
に
か
け
て
箱

根
湯
本
「
ホ
テ
ル
お
か
だ
」
で
、

第
64
回
支
部
定
期
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
初
日
は
「
支
部
・
分
会

役
員
学
習
会
」
を
開
催
。
動
画
を

見
な
が
ら
分
会
の
経
験
報
告
が
聞

け
ま
し
た
。
2
日
目
の
大
会
は
、

大
会
議
長
に
菅
原
さ
ん
と
本
間
さ

ん
、
大
会
書
記
に
山
本
書
記
を
選

任
し
、
大
会
議
案
を
討
議
。
質
問
、

答
弁
で
内
容
を
吟
味
し
、
提
案
と

お
り
採
決
さ
れ
ま
し
た
。

分
会
活
動
に
大
き
く
貢
献
し
た

功
労
者
を
紹
介
、
呉
屋
さ
ん
（
洗

足
池
）
に
代
表
し
て
授
与
し
、
ま

た
退
任
支
部
役
員
を
紹
介
し
、
午

来
さ
ん
（
六
郷
）
に
退
任
役
員
を

代
表
し
て
授
与
し
ま
し
た
。

参
加
者
全
員
で
「
春
の
拡
大
を

成
功
さ
せ
、
大
田
支
部
を
発
展
さ

せ
る
」
こ
と
を
意
思
統
一
し
て
、

大
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

新
4
役
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

委
員
長
・
葛
西
政
之
。
副
委
員
長

・
関
根
泰
則
、
井
澤
典
一
、
日
原

敏
也
。
書
記
長
・
川
島
環
。
書
記

次
長
・
安
藤
信
也
、
平
山
裕
也
、

川
本
肇
。

多
摩
南
ブ
ロ
ッ
ク

多
摩
南
ブ
ロ
ッ
ク
八
王
子
、
日
野

多
摩
・
稲
城
、町
田

５
カ
年
計
画
の
最
終
年

日野

２
２
０
０
人
を
実
現

過酷労働打開へ

八王子

後
退
か
ら
増
勢
へ

組織拡大強化で

運
動
前
進
と
組
織
づ
く
り

多
摩
・
稲
城

群
の
機
能
強
め
る

町田

協
力
し
な
が
ら
役
員
登
用

１０分散会で討議
魅力を伝え結びつく

区
長
が
協
力
へ
感
謝

港

家
具
転
倒
防
止
の
取
付

拡
大
で
支
部
を
発
展

大田

一
泊
大
会
で
役
員
学
習
会
も

品
川

南
部
ブ
ロ
ッ
ク

南
部
ブ
ロ
ッ
ク
港
、品
川
、大
田


